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代表取締役社長

山 本  勝 三

　平素は格別のご支援、ご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　東日本大震災により今もなお生活に大きな影響を受
けている皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、
一日も早い被災地の復旧復興をお祈り申し上げます。
　我が国経済は昨年３月東日本大震災と原発事故によ
り未曾有の損害を被り、大震災から立ち直るために多
くの努力が費やされました。大震災から１年半が経過
し、復興需要等を背景に内需が牽引する形で緩やかな
景気回復の動きがみられたものの、現在は、欧州の政
府債務問題や中国をはじめとする新興国経済の成長鈍
化に起因する世界経済の減速、歴史的な円高の継続な
ど懸念材料も多く、先行き不透明な状況となっており
ます。
　このような状況の下、当社グループの第107期上半
期は、試験機事業、住生活事業、ゆるみ止めナット事

業の各事業が安定的に成長していくことができるよう
にグループ企業間の連携を強化するとともに、営業・
サービス体制の充実、品質管理体制の強化、業務効率
の向上に努めました。当上半期の業績につきましては、
試験機事業におきまして前年度からの経営改善が具体
的な成果として現れてきましたが、グループ全体とし
ては下半期に売上ウェイトの高いセグメントを有する
子会社もあり充分に努力が反映するには至っておりま
せん。当社といたしましては、第107期をリーマン
ショック以降の業績改善のスタートとすべく、下半期
もグループ一丸となって取り組み、事業基盤の強化と
信頼性向上に努めていく所存であります。
　皆様におかれましては、今後ともより一層のご支
援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

「技術と知識で豊かな社会の実現に貢献する」
技術への挑戦と
顧客からの信頼

常にお客様の立場に立ち、
“価値ある商品”を提供します。

地域社会への貢献

日々の誠実な活動を通じ、 
地域からも“信頼される
企業市民”であり続けます。

人間性の尊重

一人ひとりの“能力・意欲・創意を
尊重する”とともに、やさしさと
温かみのある人間集団を目指します。
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東京試験機
TTM

テークス
テレコム

TTC
テークス

試験機サービス

TTS

KHI

上海参和商事
有限公司

無錫三和塑料
製品有限公司

特可思
（北京）進出口
有限公司

無錫特可思
電器製造
有限公司

瀋陽特可思
精密機械科技
有限公司

試験機事業
試験機の開発・設計・生産からメンテナンス・
校正まで高度な技術力によりワンストップ
ソリューションをご提供しています。 

住生活事業
中国子会社の金型成型技術を活かし
暮らしやライフスタイルに関わる生活用品や
アパレル関連商品等の企画開発、製造販売、
各種サービスのご提供を行っています。

 

ゆるみ止めナット事業
グループ企業の株式会社ＫＨＩが画期的なアイデ
アと独自の技術で開発したゆるみ防止スプリング
を内蔵したナットとナットの脱落を防止するスプリ
ングを製造・販売しています。

住生活事業

試験機事業

テークス
グループ

TKS

ゆるみ止め
ナット事業

1923年創業の伝統と高い技術力を誇る試験機事業をはじめとして、

画期的なアイデアで社会に安心と安全を提供するゆるみ止めナット事業など、

技術と知識で豊かな社会の実現に貢献すべく、

様々な事業を展開しています。
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事業内容

Activities
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当社グループは、中長期的な経営戦略として、①試験機事業のブランドイメージの強化、②新規事業への積
極的参入と収益力の強化、③拡大する中国市場への展開 を掲げ、以下のとおり事業を展開しております。

1 試験機事業の
ブランドイメージの強化 2 新規事業への積極的参入と

収益力の強化 3 拡大する
中国市場への展開

ゆるみ止めナット事業 Not Loosening Nuts Business

　当上半期は、昨年ハイパーロードナットが国土
交通省の新技術情報提供システム「NETIS」に登
録されたことから公共事業等への採用や引合いが
増加しましたが、売上高への寄与にはいましばら
く時間を要し、ボルト類の販売で補完いたしまし
た。また、損益面につきましては、従前堅調であ
った電力業界向けの販売が低迷していることもあ

り、生産・販売数量の不足により製造原価の低減
が進まず厳しい状況となりました。今後につきま
しては、震災復興関連の需要も見込まれる道路関
係に注力するとともに、鉄道や鉄鋼、産業機械関
係などに積極的に拡販活動を行い、販売機会の拡
大と収益基盤の確立に努めます。

試験機事業 Testing Machine Business

全般的には回復基調が期待されるところですが、円
高の継続やアジア情勢の不安定化など懸念材料も多
い中で、市場動向を的確に把握し、標準品の整備・
充実によるコストの削減と計画的拡販を進めるとと
もに、提携先のZwick社製品の販売を通して顧客基
盤の拡大に努めます。

住生活事業 Living & Lifestyle Business

　当上半期は、一般消費者向けの健康関連商品や
前連結会計年度より取り組んでいる波形手すりな
どの販売は堅調に推移いたしましたが、中国子会
社における中国・欧米市場向け家電製品の販売が
欧州の金融不安や米国の消費低迷の影響により伸
び悩み、総じて厳しい状況となりました。
　今後につきましては、世界経済の減速傾向によ

り国内消費も当面は厳しい状況が続くものと思わ
れますが、従来からの健康関連商品や波形手すり、
木製ハンガーなどの拡販に力を入れるとともに、
新規商材の開拓にも積極的に取り組み、中国子会
社における家電製品事業も軌道に乗せ、安定的な
収益の確保に努めます。

　当上半期は、グループ会社相互の連携によるシナ
ジー効果の追求を継続し、標準品の開発とラインア
ップ充実による販売力強化やメンテナンス・校正事
業の拡大を進めている中で、前連結会計年度におけ
る市場環境の回復が寄与したこともあり好調に推移
いたしました。
　今後につきましては、震災復興関連の需要もあり
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事業の概況

Business outline

Vibrophore Amsler
電磁共振式疲労試験機

高温クリープ試験機

波形手すりクネット 木製ハンガー

ハイパーロードナットハイパーロードスプリング
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INTERMEASURE 2012（第25回国際計量計測展）への出展

当社は、2012年10月10日～12日の3日間、東京ビック
サイトにおいて開催されたINTERMEASURE 2012（第
25回国際計量計測展）に業務提携先のドイツの試験機

メーカーZwick社の材料試験機を出展いたしました。INTERMEASURE展は、一般社団法人日
本計量機器工業連合会の主催する計量計測業界最大規模の総合展示会で、あらゆる産業の研究

開発、設計、製造、品質管理等で使用される最先端の計
量計測機器・システムを展示・紹介しています。今回は、

「地球を、未来を、技術で“はかる”」をテーマに、環境、安全・安心、エネルギー、品
質等に係わる製品の展示とともに、最新の研究内容に関するプレゼンや、計量計測に係
わるセミナー、シンポジウムなど様々なイベントも開催されました。期間中は連日盛況
で、当社ブースにもお客様や商社の方など沢山の方々がお越しになり、Zwick社の試
験機と当社に関心を持っていただける貴重な機会となりました。

ACサーボモータ式疲労試験機のシリーズ化

当社は、この度、従来から好評をいただいている油圧サーボ式疲労試験機に
加えて、ACサーボモータ式疲労試験機を開発しシリーズ化することといた
しました。従来の油圧サーボ式は高速高荷重運転に適するため多用途の疲労
試験機として利用されますが、作動油を使用するため油圧源が必要となりそ

の分のコストがかかります。一方、ACサーボモータ式は、油圧源が不要であるた
め比較的安価で、設置場所の自由度が高く、環境にも優しいことが特長で、近年
ACサーボモータの機種が充実し大容量化されているため、カバーできる試験領域
も広がってきました。当社がこの度開発した疲労試験機はACサーボモータ式アク
チュエータに疲労試験機用のPLC式サーボコントローラを付属したもので、樹
脂・非鉄材料の試験や小型機械部品の評価など様々な分野でお使いいただけるこ
とを期待しています。

【アクチュエータのイメージ図】

【テスト中の試験機】
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津久井湖畔の工場

当社の相模工場は、神奈川県北西部の相模原市緑区、
津久井湖の湖畔に位置しています。周囲を湖と山に囲
まれ、裏手の山間にある峰の薬師から高尾山口に抜け
る登山道は「関東ふれあいの道」として整備され、時
折ハイカーも訪れる風光明媚なところです。
津久井湖は相模川上流部の人造湖で、その上流にあ
る相模湖とともに神奈川県の水がめとして横浜市、川
崎市、横須賀市などに飲料水や工業用水を供給するほ

か、発電や洪水調整などの役割も担っています。当社
の正面玄関からは、戦国時代に北条氏の家臣の居城が
あった城山と津久井湖にかかる朱色のアーチ橋「三井
大橋」が一望できます。本年5月には、その三井大橋の
隣に橋長231mの吊橋形式の歩道橋「三井そよかぜ橋」
が建設されました。歩道橋としては有数の規模を誇る
橋梁で、心地よい風を浴びながらのんびりと津久井湖
の景観を堪能することができます。

津久井湖にかかる三井大橋と相模工場（右側の建物） 三井大橋（左）／三井そよかぜ橋（歩道橋）（右）相模工場正面（事務棟）
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ー特集ー TKSものづくりの現場
相模工場のご紹介
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工場の組織と業務

相模工場は昭和58年に建設を着工し、昭和60年に
川崎の溝の口工場から生産ライン等が移転し、操業を
開始しました。相模工場には設計・開発部門、生産部
門、品質管理部門があり、工場棟を所管する生産部門
では加工、検査、組立などの業務を行っています。
加工業務では各種工作機械を使い様々な金属材料を
加工して試験機の部品を製作しています。当社の試験
機はお客様のご要望に応じたオーダーメイドのものが
多く、中には熟練の職人の手技が必要な難しい加工も
あります。

検査業務では高性能の測定機器を用いて各種加工品
を厳密に検査し、次の組立工程に送ります。
組立業務は機械関係と電気関係に分かれており、機
械関係では、小さいものではテレビサイズのものから
大きいものでは2階建ての建物ぐらいのものまで、ご
注文に応じた多種多様な試験機（本体）を組み立て、
電気関係では、制御装置の組立や配線作業、ソフトの
調整などを行っています。
なお、1998年には相模工場に本社機構が統合され、
現在では当社の主要拠点、本社・工場として機能して
います。

大型試験装置の組立現場三次元測定機による寸法検査 動力計のテスト運転フロアー
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試験機部品の機械加工
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科　目 前第2四半期末
2011年8月31日現在

当第2四半期末
2012年8月31日現在

資産の部
流動資産 3,325 3,094

現金及び預金 1,052 929
受取手形及び売掛金 1 1,031 1,304
たな卸資産 2 1,013 764
繰延税金資産 6 9
その他 248 116
貸倒引当金 △ 26 △ 30

固定資産 2,704 1,938
有形固定資産 3 2,271 1,571
無形固定資産 284 220
繰延税金資産 17 19
投資その他の資産 410 405
貸倒引当金 △ 278 △ 278

資産合計 6,030 5,033

負債の部
流動負債 1,538 1,682
固定負債 4 1,748 1,273
負債合計 3,287 2,956

純資産の部
株主資本 2,059 1,730

※その他の包括利益累計額 665 346
新株予約権 18 —
純資産合計 5 2,742 2,076
負債純資産合計 6,030 5,033

四半期連結貸借対照表

（※）	 	前連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業会計基準第25号　平成22年6月30日)の適用により、科目名が変更とな
っております。なお、前第2四半期末は「評価・換算差額等」としておりました。

Point1 受取手形及び売掛金
主に試験機事業の売上高の増加によ
り前第2四半期末に比べ2億72百万円
増加しております。

Point2 たな卸資産
主に試験機事業の仕掛品の減少によ
り前第2四半期末に比べ2億49百万円
減少しております。

Point3 有形固定資産
前連結会計年度（第3四半期）に当社
単体の固定資産を減損したことを主
因に、前第2四半期末に比べ6億99百
万円減少しております。

Point4 固定負債
当社単体での固定資産（土地）の減損
に伴う土地再評価差額金に対する繰
延税金負債の減少および長期借入金
の約定返済により前第2四半期末に比
べ4億74百万円減少しております。

Point5 純資産合計
前下半期に固定資産の減損損失を含
め大幅な純損失を計上し、当第2四半
期（累計）に1億31百万円の四半期純
損失を計上したことから、前第2四半
期末に比べ6億66百万円減少してお
ります。

7 TKS report vol.12

第2四半期（累計）連結財務諸表（概要）（単位：百万円、単位未満切捨て）

Consolidated financial statements
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科　目 前第2四半期（累計）
2011年3月1日〜2011年8月31日

当第2四半期（累計）
2012年3月1日〜2012年8月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 35 △ 108
投資活動によるキャッシュ・フロー 2 34
財務活動によるキャッシュ・フロー 7 △ 27
現金及び現金同等物に係る換算差額 1 2
現金及び現金同等物の増加額又は減少額 △ 23 △ 97
現金及び現金同等物の期首残高 992 981
現金及び現金同等物の四半期末残高 968 883

科　目 前第2四半期（累計）
2011年3月1日〜2011年8月31日

当第2四半期（累計）
2012年3月1日〜2012年8月31日

売上高 6 1,974 2,500
売上原価 1,559 1,941

売上総利益 7 414 559
販売費及び一般管理費 594 642

営業損失（△） △ 179 △ 83
営業外収益 15 18
営業外費用 45 40

経常損失（△） △ 208 △ 105
特別利益 1 —
特別損失 10 0

税金等調整前四半期純損失（△） △ 217 △ 105
法人税等 21 26

※少数株主損益調整前四半期純損失（△） △ 239 △ 131
少数株主損失（△） 　　　  △ 0 —
四半期純損失（△） △ 238 △ 131

四半期連結損益計算書

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

Point6 売上高

売上高は前第2四半期（累計）に
比べ5億26百万円増加しておりま
す。主として試験機事業での前連
結会計年度における受注環境回復
の効果が寄与しております。

Point7 売上総利益

売上総利益は主に試験機事業の売
上高の増加により前第2四半期（累
計）に比べ1億44百万円増加して
おります。また、売上総利益率は
1.3ポイント改善し、22.3％とな
っております。

（※）	 	前連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号平成20年12月26日)に基づき、「会社法施行規則、会社
計算規則等の一部を改正する省令」(平成21年3月27日法務省令第7号)を適用し、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示し
ております。
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※△は損失を示しております。

科目 2010年
8月第２四半期

2011年
8月第２四半期

2012年
8月第２四半期

売上高 1,884 1,974 2,500
営業利益 △189 △179 △83
経常利益 △226 △208 △105
四半期純利益 △322 △238 △131
1株当たり四半期純利益（円） △4.52 △3.34 △1.84
純資産 2,773 2,742 2,076
1株当たり純資産（円） 38.64 38.20 29.11

連結業績ハイライト（単位：百万円、単位未満切捨て）

売上高の推移当第２四半期連結累計期間（2012年３月１日～2012
年８月31日）における我が国経済は、東日本大震災の復
興需要等による設備投資の復調や個人消費の下支えなど
から緩やかな回復傾向にあったものの、欧州債務危機に
よる金融不安や中国をはじめとする新興国経済の減速な
どから、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況の下、当社グループは、試験機事業で
は、前連結会計年度における受注環境回復の効果が売上
高・損益への寄与として具体的にみられ、当社単体、子
会社ともに好調に推移いたしました。次に、住生活事業
では、健康関連商品と波形手すりの拡販、中国子会社で
の中国国内や欧米をターゲットとした家電製品の製造・
販売などの取組を引き続き進めておりますが、中国およ
び欧州経済の低迷が少なからず影響し、売上高に伸び悩
みがみられました。また、ゆるみ止めナット事業では、
主力製品であるハイパーロードナットが国土交通省の
NETIS（新技術情報提供システム）に登録されたことに
より市場認知度が向上し、高速道路施設への採用や引合
い件数の増加がみられたものの、当期間の売上に寄与す
るまでには至りませんでした。そのため、他の商品で補
完したことで売上高全体では当初見込を上回りましたが、
収益性商品の販売および製造原価の低減が進まず、損益
面では厳しい状況となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売
上高2,500,660千円（前年同期比26.6%増）、経常損失
105,396千円（前年同期は208,909千円の経常損失）、四
半期純損失131,885千円（前年同期は238,434千円の四
半期純損失）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。
事業の名称 売上高 営業利益

試験機事業 1,435百万円 200百万円
住生活事業 833百万円 △ 37百万円
ゆるみ止めナット事業 231百万円 △ 133百万円
その他 — △ 1百万円
調整額（管理部門費用等） — △ 110百万円

第２四半期　 通期
　　2011年
　　２月期

第２四半期　 通期
　　2012年
　　２月期

7,000

6,000

1,000

0

2,000

3,000

4,000

5,000

3,815

1,884 1,974

4,538

第２四半期　 通期（予想）
2013年
２月期

2,500

5,129

第2四半期（累計）の業績

9 TKS report vol.12

Sales outlook

010_0461201602411.indd   9 2012/10/25   18:10:17



株式情報（2012年8月31日現在）

● 株式の概況

● 大株主（上位10名）

発行可能株式総数 260,000,000株
発行済株式の総数※ 71,337,916株
株主数 3,530名

※「発行済株式の総数」には自己株式23,910株を含みます。

※持株比率の算定においては、発行済株式より自己株式（23,910株）を控除しております。※△は損失を示しております。

株主名 持株数 持株比率

株式会社A.Cホールディングス 27,379千株 38.39%

オカザキファンド投資事業
有限責任組合 5,242千株 7.35%

あいおいニッセイ
同和損害保険株式会社 2,016千株 2.82%

岡崎 由雄 1,050千株 1.47%

株式会社ワシントンインターナショナル 1,001千株 1.40%

株式会社サンエーコーポレーション 935千株 1.31%

株式会社グッドワン 721千株 1.01%

宝天大同 473千株 0.66%

DEUTSCHE BANK AG, FRANKFURT 444千株 0.62%

アイフォーコム株式会社 400千株 0.56%

会社概要（2012年8月31日現在）

商 号 株式会社テークスグループ
本 社 所 在 地 神奈川県相模原市緑区三井315番地
登記上の本店 東京都千代田区神田佐久間町一丁目9番地
創 立 1923年（大正12年）3月20日
資 本 金 27億1,355万2,013円
従 業 員 数 88名（連結545名）

事 業 内 容 試験・計測・計量機器、ロードセル、圧力検出器、歪ゲージ、
トルク検出器等のセンサー類その他の関連機器の製造・販売、
受託試験、プラスチック成型品、木工品、射出成型用金型の
製造・輸入・販売、健康関連商品の販売、不動産の売買、ゆ
るみ止めナットの販売

建 設 業 許 可 国土交通大臣許可（般-20）第17917号
宅地建物取引業者免許 東京都知事（1）第91405号

役員（2012年8月31日現在）

代表取締役社長
（兼 企画統制室長） 山 本　勝 三

取締役副社長
（兼 最高技術責任者 兼 企画統制室参与 兼 試験機技術部門担当兼デバイス事業担当執行役員） 藤 井　勉

取締役副社長
（兼 企画統制室参与 兼 管理部門担当執行役員） 平 岡　昭 一

取締役
（兼 住生活事業担当執行役員） 藤 澤　賢 憲

取締役相談役 岡 崎　由 雄
取締役

（KHI事業担当） 添 田　正 道

取締役
（兼 試験機製造部門担当執行役員） 佐 藤　良 則

常勤監査役
（社外監査役） 細 野　幸 男

監査役
（社外監査役） 管 野　善 則

監査役
（社外監査役） 髙 吉　葊 美

執行役員
（試験機営業部門担当） 川 松　満
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株主メモ
事業年度 ３月1日から翌年２月末日まで
期末配当金受領株主
確定日 ２月末日

定時株主総会 毎年５月開催
株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社

同上連絡先

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
ふ 0120-176-417（通話料無料）
※平成25年1月より下記に変更となります。
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
ふ 0120-782-031（通話料無料）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同上連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
ふ 0120-232-711（通話料無料）

上場金融商品取引所 東京証券取引所 市場第二部

公告の方法
電子公告（掲載 URL http://www.tksnet.co.jp）

（ただし、電子公告によることができない事故その他の止むを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
１．株主様の住所変更、単元未満株式買取・買増請求その他の各種お手続きにつきましては、原則

として、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりますので、
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。

２．特別口座に記録された株式に関するお手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行株式会社）にお問い合わせください。同行全国各支店でもお取次ぎいたします。

テークスグループホームページ
http://www.tksnet.co.jp/

IR情報はこちらからご覧いただけます。

〒252－0151　神奈川県相模原市緑区三井315番地
ＴＥＬ 042－780－1650　ＦＡＸ 042－784－6094

T A K E S ・ G R O U P  L T D .

ロゴマ−クについて
“技術力”“独創性”“人”“伝統”全てをリンクさせ、一丸とな
って新しい時代へ向かうテークスグループの姿を表現するた
め、「青」「赤」「緑」「紫」を“光のイメージ”に展開しています。

青 ： テークスグループの技術力
真っ青な海や空を眺めていると不思議と心が安らぎ、ポジティブな気持ちになります。
そのことから「青」は冷静、自立、希望を象徴し、また知性、誠実のイメージをもつ色
といわれています。次代のシーズを冷静に判断し、お客様のご要望に的確に応えるため、
あらゆる知性を集約した、テークスグループの“技術力”を「青」で表現しています。

赤：テークスグループの独創性
万物に恵みを与えてくれる太陽の色「赤」は、外へと向かうパワーを感じさせます。

情熱、エネルギー、ダイナミック、活動的なイメージがあり、幸運を招く色としても知
られています。新しい次代へ挑むエネルギーとなる、テークスグループの“独創性”を
「赤」で表現しています。

緑：テークスグループの人
自然の美しさや木々の芽吹きを連想させる「緑」は、すがすがしさ、新鮮さ、新しい可
能性、生命力を象徴する色です。いつまでも新鮮で、新しい可能性に満ち、時代を乗り
越える生命力を備えたテークスグループの財産“人”を「緑」で表現しています。

紫：テークスグループの伝統
染料の入手が困難なこと、染め出す技術が高度なことより、古来から「紫」は高貴な色
として崇められ、また伝統、古典のイメージをもつ色です。1923年創業という長い歴
史を誇る、テークスグループの“伝統”を「紫」で表現しています。

環境に配慮した植物油インキを使用しております

Memo
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